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【手続補正書】
【提出日】平成28年8月30日(2016.8.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の作業工程により生産される製品の生産状況を管理する生産管理システムであって
、
　製品を生産するための複数の作業工程に関する製品情報を管理する製品管理手段と、
　前記製品に対する注文情報を管理する注文管理手段と、
　前記注文情報に基づいた前記製品を生産するための複数の作業工程それぞれに対する作
業結果を取得する取得手段と、
　前記取得手段にて取得した作業結果に基づいて、前記製品を生産するための複数の作業
工程における生産状況を管理する生産管理手段と、
　前記取得手段にて取得した作業結果に基づいて、前記生産管理手段が管理する前記製品
を生産するための作業工程を変更する変更手段と
を有することを特徴とする生産管理システム。
【請求項２】
　前記注文情報に基づいて製品を生産している際に、当該製品の複数の作業工程のうちい
ずれかの作業工程にて失敗が生じた旨の作業結果を取得した場合、前記変更手段は、生産
された当該製品のうち失敗が生じた製品を再度生産するように作業工程を変更することを
特徴とする請求項１に記載の生産管理システム。
【請求項３】
　前記変更手段は、前記失敗が生じた製品を再度生産するように作業工程を変更する場合
、当該失敗が生じた作業工程まで生産が成功していた分の製品と、前記再度生産された製
品とを合流させる合流工程を追加することを特徴とする請求項２に記載の生産管理システ
ム。
【請求項４】
　前記変更手段は、前記合流工程を追加する場合、前記製品を生産するための複数の作業
工程のうち、前記失敗が生じた作業工程以降の位置に追加することを特徴とする請求項３
に記載の生産管理システム。
【請求項５】
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　前記取得手段は、いずれかの作業工程にて失敗が生じた際に、前記製品を生産するため
の複数の作業工程のうち、いずれの位置に前記合流工程を追加するかの指定を受け付ける
ことを特徴とする請求項３に記載の生産管理システム。
【請求項６】
　前記変更手段は、前記失敗が生じた製品を再度生産するように作業工程を変更する場合
、前記失敗が生じた製品に対して、当該製品を生産するための最初の作業工程から前記失
敗が生じた作業工程までを再度実行するように変更することを特徴とする請求項２乃至４
のいずれか一項に記載の生産管理システム。
【請求項７】
　前記変更手段は、前記失敗が生じた製品を再度生産するように作業工程を変更する場合
、前記失敗が生じた作業工程まで生産が成功していた分の製品に対しては当該失敗が生じ
た作業工程以降の作業工程を継続し、前記失敗が生じた製品に対しては新たな注文として
再度生産するように作業工程を変更することを特徴とする請求項２に記載の生産管理シス
テム。
【請求項８】
　前記取得手段は、いずれかの作業工程にて失敗が生じた際に、前記注文情報に基づいて
生産している製品のうちの失敗が生じた製品の数、および、失敗理由の情報を前記作業結
果として取得することを特徴とする請求項１乃至７のいずれか一項に記載の生産管理シス
テム。
【請求項９】
　前記注文情報に基づいて製品を生産している際に、当該製品の複数の作業工程のうちい
ずれかの作業工程にて失敗が生じた旨の作業結果を取得した場合、前記変更手段が変更す
る作業工程の内容の指定を受け付ける受付手段を更に有することを特徴とする請求項１に
記載の生産管理システム。
【請求項１０】
　前記受付手段は、生産管理者、発注者、作業者の少なくともいずれかが扱う端末を介し
て前記指定を受け付けることを特徴とする請求項９に記載の生産管理システム。
【請求項１１】
　前記受付手段は、前記指定を受け付ける際に、変更の内容に応じて生じる生産状況の影
響の情報を提示することを特徴とする請求項９または１０に記載の生産管理システム。
【請求項１２】
　前記受付手段は、前記指定を受け付ける際に、推奨する変更の内容を提示することを特
徴とする請求項９または１０に記載の生産管理システム。
【請求項１３】
　前記製品管理手段は更に、製品を生産するための複数の作業工程のいずれかにおいて失
敗が生じた場合に、当該製品を生産するための複数の作業工程の変更の内容に関する情報
を管理し、
　前記変更手段は、当該変更の内容に関する情報に基づいて、変更を行うことを特徴とす
る請求項１に記載の生産管理システム。
【請求項１４】
　前記注文情報に基づいて製品を生産している際に、当該製品の複数の作業工程のうちい
ずれかの作業工程にて失敗が生じた旨の作業結果を取得した場合、当該複数の作業工程に
て用いられる装置の稼働状況および当該製品の生産状況に関する情報を収集する収集手段
を更に有し、
　前記変更手段は、前記収集手段にて収集した情報に基づいて、変更を行うことを特徴と
する請求項１に記載の生産管理システム。
【請求項１５】
　複数の作業工程により生産される製品の生産状況を管理する生産管理方法であって、
　製品管理手段が、製品を生産するための複数の作業工程に関する製品情報を管理する製
品管理工程と、
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　注文管理手段が、前記製品に対する注文情報を管理する注文管理工程と、
　取得手段が、前記注文情報に基づいた前記製品の複数の作業工程それぞれに対する作業
結果を取得する取得工程と、
　生産管理手段が、前記取得工程にて取得した作業結果に基づいて、前記製品を生産する
ための複数の作業工程における生産状況を管理する生産管理工程と、
　変更手段が、前記取得工程にて取得した作業結果に基づいて、前記生産管理工程にて管
理する前記製品を生産するための作業工程を変更する変更工程と
を有することを特徴とする生産管理方法。
【請求項１６】
　コンピュータを、
　製品を生産するための複数の作業工程に関する製品情報を管理する製品管理手段、
　前記製品に対する注文情報を管理する注文管理手段、
　前記注文情報に基づいた前記製品の複数の作業工程それぞれに対する作業結果を取得す
る取得手段、
　前記取得手段にて取得した作業結果に基づいて、前記製品を生産するための複数の作業
工程における生産状況を管理する生産管理手段、
　前記取得手段にて取得した作業結果に基づいて、前記生産管理手段が管理する前記製品
を生産するための作業工程を変更する変更手段
として機能させるためのプログラム。
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